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高
槻
市
は
、
地
震
が
起

こ
っ
た
と
き
の
業
務
継
続

計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

計
画
の
目
標
と
し
て
「
高

槻
市
で
大
規
模
地
震
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
市
は
災
害
応
急
対
策

の
主
体
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
う
」そ
の
一
方
で
、

「
大
規
模
災
害
時
に
は
、

行
政
自
身
も
被
災
し
、
人

員
や
資
機
材
等
の
制
約
を

伴
う
状
況
下
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
」
と
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
仕
事

を
開
始
す
る
目
標
時
間
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
の
大
規
模
地

震
で
は
、
市
役
所
が
被
災

し
、
罹
災
証
明
の
発
行
な

ど
必
要
な
業
務
が
ス
ム
ー

ス
に
で
き
な
い
状
態
も
あ

り
ま
し
た
。
避
難
者
支
援

や
、
学
校
や
保
育
所
を
い

つ
頃
か
ら
再
開
で
き
る
の

か
、
災
害
の
規
模
に
も
よ

り
ま
す
が
そ
の
準
備
は
必

要
で
す
。

　

高
槻
市
で
は
、
大
規
模

災
害
が
あ
っ
て
か
ら
、
３

高槻市の地震が起こったときに市の仕事を継続する計画

熊本地震では仕事に支障がでる
自治体もありました

時
間
以
内
に
市
役
所
に
集

ま
れ
る
職
員
は
１
０
５
３

人
、
必
要
な
職
員
は

８
０
４
人
で
す
。
し
か

し
、
２
週
間
後
は
必
要
な

人
数
が
１
０
３
５
人
足
り

な
く
な
り
、
１
ヶ
月
後
は

全
職
員
が
仕
事
を
し
て
も

７
５
７
人
足
り
な
い
状
況

で
す
。
被
災
者
へ
の
支

援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ
な
ど
、
通
常
の
業

務
以
外
の
業
務
が
増
え
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
民
営

化
や
外
部
委
託
な
ど
を
推

進
し
、
市
の
職
員
を
減
ら

し
す
ぎ
た
こ
と
が
影
響
し

て
い
ま
す
。

職員参集予測と非常時優先業務の必要人数の比較
3 時間以内 １日以内 ３日以内 1週間以内 2週間以内 1ヶ月以内

参集予測
職員数 1,035 人 1,228 人 1,228 人 1,493 人 1,656 人 2,100 人

必要人数 804 人 1,338 人 1,748 人 2,366 人 2,691 人 2,857 人

差 249 人 − 110 人 − 520 人 − 873 人 − 1,035人 − 757 人
※平成２７年 8月１日現在の情報を基に算出。方面隊、特別職等は除く。

◎想定地震発生時の条件
　季節、時間：冬の夕刻（超過確立１％風速の場合）
出典：大阪府自然災害総合防災対策検討（地震被害想定）報告書（平成１９年３月）

【想定地震】　有馬高槻断層地震

高槻市域のおける被害想定
項目 程度

マグニチュード 7.3 〜 7.7
最大震度 ７
死者数 1,081 人
負傷者数 4,166 人

避難所生活者数 60,409 人

ホッ

トコーナー

　

年
金
の
相
談
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
夫
が
亡
く

な
り
、
自
分
の
年
金
か
、

夫
の
遺
族
年
金
か
、
両

方
の
２
分
の
１
を
併
給

す
る
の
か
選
ば
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
働
い

て
こ
ら
れ
た
女
性
で
、

自
分
の
年
金
も
あ
る
の

で
す
が
、
支
給
額
が
高

い
遺
族
年
金
を
選
ぶ
と
、

本
人
の
年
金
が
減
ら
さ

れ
ま
す
。
せ
め
て
自
分

が
か
け
て
き
た
年
金
と
、

遺
族
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生

活
が
成
り
立
つ
の
に
と

怒
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

夫
婦
２
人
で
年
金
を
か

け
て
き
た
の
に
、
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
、

足
り
な
い
分
を
生
活
保

護
に
頼
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
状
況
で
す
。
何

と
も
矛
盾
し
た
話
で
す
。

女
性
が
１
人
で
も
生
活

で
き
る
年
金
制
度
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

中
村
れ
い
子

54

生
活
で
き
る
年
金
を

訂
正
→
４
月
号
の
き
ず
な
の
中
で
、
阪
上
市
長
を
坂
上
市
長
と
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

熊本地震では仕事に支障がでる
自治体もありました
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市会議員

中村れい子 市政相談日は

場　所：中村れい子事務所　　　時　間：朝 10時〜昼 12時まで
　　　　別所中の町３−７　TEL ６８１−８４８０／自宅　TEL ６８５−６６８６

毎月、第 2土曜日です

　

計
画
は
、
策
定
の
趣
旨

と
し
て
「
高
齢
者
世
帯
が

増
加
す
る
中
で
、
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
で
の

問
題
解
決
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
」
と
し
、
基
本
目

標
を
４
点
に
わ
た
っ
て
定

め
ま
し
た
。
現
状
の
取
り

組
み
と
課
題
、
市
の
と
り

く
み
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
と
り
く
み
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

基
本
目
標
１

　

日
常
生
活
圏
で
支
え
あ

い
、
助
け
合
う
仕
組
み
を

つ
く
る

基
本
目
標
２

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

ニ
ー
ズ
」
を
受
け
止
め
、

対
応
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り基
本
目
標
３

　

地
域
福
祉
活
動
に
主
体

的
に
参
加
す
る
人
づ
く

り
、
組
織
づ
く
り
を
行
う

基
本
目
標
４

　

す
べ
て
の
住
民
が
福
祉

第
３
次
高
槻
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

国
の
介
護
保
険
改
悪
で
、
要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
減
ら
さ
れ
る

文
化
・
意
識
を
育
む
こ
と

を
目
指
す

  

そ
の
た
め
の
取
組
の
方

針
と
し
て
、
市
は
、
高
齢

者
、
児
童
の
虐
待
防
止
の

と
り
く
み
の
充
実
。
地
域

で
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
。
地
区
ご
と
の

「
地
区
福
祉
活
動
計
画
」

の
策
定
・
推
進
の
援
助
な

ど
。

　

社
協
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
事
業
の
充
実
。
福
祉

制
度
の
谷
間
に
あ
る
人
へ

の
支
援
。
支
援
を
必
要
と

す
る
人
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
。
地
区
の
点
検
活

動
の
実
施
な
ど
。

　

計
画
を
推
進
す
る
た
め

に
、
市
は
公
的
な
福
祉

　

計
画
の
最
後
に
資
料
編

と
し
て
、
国
が
変
更
し
た

法
律
な
ど
の
説
明
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
新
し
い
地
域

支
援
事
業
の
全
体
像
が
あ

り
、
介
護
保
険
の
介
護
予

防
給
付
の
要
支
援
者
１
・

２
の
方
が
、
今
ま
で
ど
お

り
の
介
護
予
防
給
付
と
、

高
槻
市
が
実
施
す
る
「
新

し
い
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
」
に
分

か
れ
、
今
ま
で
通
り
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
人
が
出
て
き
ま
す
。

　

高
槻
市
の
全
体
の
認

定
者
は
２
０
１
０
年
度

は
１
２
．
５
２
１
人
、

２
０
１
４
年
度
は
１
５
．

４
８
０
人
と
３
０
０
０

人
近
く
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
要
支
援
者

は
、
２
０
１
０
年
度
は

４
．
３
２
３
人
で
し
た

が
、２
０
１
４
年
度
は
６
．

３
９
０
人
、
２
０
０
０
人

以
上
増
え
て
い
ま
す
。
要

支
援
者
へ
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
提
供
す
る
こ

と
が
、
要
介
護
者
を
増
や

さ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
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2,798 3,129 3,561 4,005

資料：健康福祉部介護保険課（各年度末現在）

要介護・要支援認定者数の推移

サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
運
営

す
る
責
務
と
役
割
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
ご
と
に
策
定
す

る「
地
区
福
祉
活
動
計
画
」

は
37
地
区
中
10
地
区
し
か

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
地
区

に
よ
っ
て
は
高
齢
化
が
進

む
な
ど
色
々
な
理
由
で
受

け
ら
れ
な
い
地
域
も
出
て

き
ま
す
。
市
だ
け
で
は
で

き
な
い
の
も
事
実
で
す

が
、
市
民
の
暮
ら
し
の
状

況
な
ど
か
ら
み
て
、
何
が

必
要
な
の
か
、
自
治
体
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
す
。




